
府

中
市
に
お
け
る
少
年
非
行

御

　
船
　
司
　
郎

　
府

中
市
は
、
昭
和
二
＋
九
年
四
月
一
日
、
北
多
摩
郡
府
中
町
、
多
磨
村
、
西
府
村
の
一
町
二
村
を
合
併
し
て
、
市
制
を
施
行
し
た
o

　
古
v
は
、
国
府
が
置
か
れ
、
現
在
の
国
分
寺
布
と
の
境
に
国
分
寺
が
建
立
さ
れ
て
、
武
蔵
国
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
ま

た
現
在

も
府
中
市
内
に
は
関
東
地
域
の
総
社
（
各
神
社
の
祭
神
を
集
め
て
祭
っ
た
神
社
）
と
し
て
の
大
国
魂
神
社
が
鎮
座
し
て
＊
り

府
中
市
の
も
つ
歴
史
の
古
さ
を
表
わ
し
て
い
る
。
加
え
て
府
中
市
内
に
は
、
甲
州
街
道
、
鎌
倉
街
道
と
い
う
二
つ
の
街
道
が
通
っ
て

お

り
、
こ
れ
ら
の
街
道
に
接
し
た
古
い
民
家
に
は
へ
い
が
な
く
、
宿
場
町
と
し
て
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
柄

は

現
在

も
引
き
つ
が
れ
て
g
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
反
面
、
府
中
市
に
は
大
国
魂
神
社
を
中
心
と
す
る
氏
子
集
団
的
な
、
『

土
着
性
』
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
比
較
的
、
複
雑
な
根
底
意
識
が
府
中
っ
子
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
作
用
し
て
い
る
土
地
柄
で
も
あ
る
。

　
現
在
の
府

中
市
を
見
て
み
る
な
ら
ば
、
昭
和
三
＋
年
代
の
東
京
大
発
展
期
に
、
そ
の
ベ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン
と
な
り
、
三
多
摩
各
市
の

中
で
も
、
八
王
子
市
、
立
川
市
な
ど
の
中
央
線
沿
線
の
市
と
な
ら
ん
で
、
爆
発
的
な
人
口
増
加
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
市
で
あ
る
。

府

中
市
統
計
書
を
見
る
と
、
市
制
施
行
時
の
昭
和
二
十
九
年
の
人
口
が
、
四
九
、
七
二
〇
人
で
あ
り
、
十
年
後
の
昭
和
三
十
九
年
の

人
口

が
、
　
1
0
五
、
五
二
八
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ぱ
、
こ
の
十
年
間
の
人
口
増
加
は
、
巨
大
都
市
東
京
の
べ
ッ
ド
．
タ
ウ

ン

と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
明
白
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
現
在
の
府
中
市
の
人
口
は
t
昭
和
四
十
九
年
一
月

一
日
現
在
、
　
一
七
二
、
九
一
二
人
で
あ
り
、
面
積
が
二
九
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
人
口
密
度
は
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当

り
、
五
、
七
九
O
人
で
あ
る
。

　
ま
た
、
府
中
市
は
、
工
場
誘
致
（
現
在
は
、
工
場
誘
致
は
ー
て
い
な
い
）
と
と
も
に
、
産
業
構
造
に
も
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し

た
o
従
来
、
府
中
市
は
、
農
業
あ
る
い
は
、
多
摩
川
に
よ
る
漁
業
の
さ
か
ん
な
所
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
漁
業
は
絶
滅
し
、
農
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業

も
専
業
農
家
の
ば
あ
い
、
府
中
市
の
総
世
帯
数
六
〇
、
六
八
二
戸
に
対
し
て
、
八
二
〇
戸
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
・
工
場
に
つ
い

て

考

え
て
見
れ
ば
、
府
中
市
に
所
在
す
る
工
場
は
、
三
三
三
件
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
き
わ
め
て
大
規
模
な
工
場
だ
け
で
も
四
件
を

数

え
る
こ
と
が
で
き
る
o

　

こ
の
よ
う
に
、
府
中
市
の
人
口
構
造
は
、
古
く
か
ら
の
住
民
、
ベ
ッ
ド
、
タ
ウ
ン
と
し
て
の
府
中
に
居
住
す
る
住
民
、
工
業
地
と
し

て

の

府

中
に
居
住
す
る
住
民
と
い
っ
た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
を
も
っ
た
複
雑
な
種
類
の
住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

特
異

な
性
格
を
も
っ
た
地
方
都
市
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
o

　
　

府

中
市
内
の
特
殊
な
施
設
に
つ
い
て

　
府

中
市
内
に
所
在
す
る
、
特
殊
な
施
設
と
し
て
は
、
府
中
刑
務
所
、
東
京
競
馬
場
、
多
摩
川
競
艇
場
、
多
摩
霊
囲
、
大
国
魂
秤
社
、

現
在
は

移
転

さ
れ
た
が
施
設
と
し
て
残
っ
て
い
る
駐
留
米
国
空
軍
極
東
司
令
部
が
あ
る
。

　
こ
の
施
設
を
見
た
だ
け
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
府
中
市
に
は
、
多
数
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
客
が
出
入
り
す
る
と
い
う
、
特
殊
な
面

を
も
っ
て
い
る
、
こ
れ
に
と
も
な
い
ギ
ャ
ン
ブ
ル
客
目
当
て
の
飲
食
店
が
当
然
発
達
し
て
い
る
。

　
ま
た
基
地
の
あ
っ
た
、
京
王
線
東
府
中
駅
周
辺
に
は
、
歓
楽
街
と
し
て
の
1
角
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
歓

楽
街
で

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
売
春
等
の
悪
質
な
行
為
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
は
、
衆
知
の
享
実
で
あ
る
。
米
軍
が
府
中
市
を
離

れ

た

現

在
、
民
間
入
を
対
象
と
し
た
行
為
が
発
生
す
る
可
能
性
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ

し
て
、
多
摩
霊
園
、
大
国
魂
神
社
、
東
京
競
馬
場
、
施
設
と
は
異
な
る
が
、
多
摩
川
な
ど
は
夜
間
、
車
を
利
用
し
た
、
不
純
異

性
交
遊

の

場

と
さ
れ
て
い
る
o

　
ま
た
近
頃
、
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
、
狂
走
族
の
集
合
地
と
し
て
は
、
福
祉
会
館
・
東
京
競
馬
場
・
府
中
市
立
交
通
遊
園
・
関

戸

橋
周

辺

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
ら
地
域
は
、
狂
走
族
が
特
別
法
違
反
の
み
な
ら
ず
、
不
純
異
性
交
遊
の
問
題
、
暴
力
等

の

問
題
を
も
内
包
し
て
い
る
た
め
に
、
注
目
す
べ
き
地
域
で
あ
ろ
う
。
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府中駅南ロ周辺地図図1
な
お
、

府

中
警
察
署
少
年
係
の
上
げ
る
、
喫
茶
店
等
の
ワ
ー
ス
ト
六
は
、
図
1
の
よ
う
に
、
府
中
駅
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の

よ
う
に
－
t
府
中
市
内
に
所
在
す
る
、
特
殊
な
施
設
は
数

6

4　［「

2
＿

＿

多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

1
5

け

　
や
　
き

　
　
ポ

　
　
府
中
市
に
お
け
る
非
行
地

　
府

中
市
に
お
け
る
少
年
犯
罪
、
お
よ
び
補
導
少
年
の
非
行
地
は
、

府

中
市
の
繁
華
街
で
あ
る
、
京
王
府
中
駅
か
ら
、
大
国
魂
神
社
の

周

辺
に

い
た

る
地
区
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
集
中
し
て
い
る
。

　

こ
の
地
区
は
、
い
わ
ば
、
府
中
市
の
中
心
街
で
あ
る
と
と
も
に
、

映
画

館
・
飲
食
店
・
遊
戯
場
な
ど
が
密
集
し
て
お
り
、
加
え
て
、

戦
前
か
ら
の
商
店
街
で
あ
り
、
戦
争
直
後
の
無
秩
序
な
発
達
も
あ

り
、
非
常
に
乱
雑
な
雰
囲
気
を
も
っ
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
交
通

の
便

も
よ
い
た
め
に
、
府
中
市
内
’
市
外
を
と
わ
ず
、
少
年
そ
し

て

成
人
者
も
多
く
出
入
り
す
る
地
帯
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
帯
に
、
非
行
が
多
く
発
生
す
る
こ
と
は
、
あ
る

意
味
で
は

当
然
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
事
の
重
要
さ
が
’

反
省

さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
府
中
市
の
非
行
少
年
の
居
住
地
域

府
中

警
察
署
少
年
係
の
資
料
に
よ
れ
ば
t

非
行
お

よ
び
、
補
導
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少
年
等
の
居
住
地

は
、
中
心
街
に
や
や
集
中
は
し
て
い
る
が
、
全
般
的
に
は
、
市
の
全
域
に
か
な
り
む
ら
な
く
分
布
し
て
い
る
。
中

心
街
は

人

口
密
度
も
高
い
の
で
、
非
行
少
年
の
居
住
割
合
も
、
い
v
ぷ
ん
高
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
地
域
の
分

布

も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
こ
れ
を
非
行
地
と
考
え
合
せ
て
み
た
場
合
に
、
事
態
は
明
ら
か
に
な
る
。

　
府

中
市
の
場
合
、
非
行
少
年
や
犯
罪
少
年
は
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
府
中
市

の

青

少
年

は
、
誰
で
も
、
そ
の
居
住
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、
犯
罪
少
年
や
非
行
少
年
に
な
る
可
能
性

を
、
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
等
の
大
部
分
は
、
府
中
市
の
盛
り
場
に
出
て
き
て
、
非
行
を
犯
し
、

ま
た
都
内
な
ど
へ
出
か
げ
て
、
よ
り
進
ん
だ
非
行
を
実
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
居
住
分

布
に
っ
い
て
考
え
て
み
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
よ
う
。

　
府

中
市
を
含
め
て
、
わ
が
国
の
場
合
、
ア
メ
リ
ヵ
な
ど
と
異
な
り
、
居
住
地
域
の
区
分
が
明
確
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
質
の
ひ

と
び
と
が
入
り
組
ん
で
生
活
を
営
ん
で
い
る
た
め
、
居
住
地
域
の
い
か
ん
は
、
非
行
化
の
有
無
と
あ
ま
り
関
係
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

府

中
市
の
特
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
府
中
市
に
は
、
大
都
市
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
不
良
住
宅
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
は
存
在
し

な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
要
す
る
に
r
府
中
市
の
場
合
、
少
年
非
行
の
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
最
も
問
題
と
な
る
地
域
は
、

直
接
に
は
、
市
の
中
心
街
で
あ
り
、
つ
い
で
、
S
v
つ
か
の
望
ま
し
く
な
い
地
点
で
あ
る
。
そ
し
て
間
接
的
に
は
、
府
中
市
の
い
た

る
と
こ
ろ
が
、
非
行
性
の
形
成
基
盤
と
し
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
以
上
府

中
市
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
、
述
べ
て
き
た
が
次
に
、
府
中
市
の
非
行
少
年
の
特
徴
的
な
こ
と
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
て

お

き
た
い
o

　
犯
罪

少

年
（
刑
法
犯
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
年
齢
的
に
は
十
五
か
ら
十
六
歳
の
も
の
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
か
な
り
の
遠
隔
地

か

ら
の
本
入
あ
る
い
は
両
親
随
伴
の
転
入
者
が
半
数
を
占
め
て
お
り
、
府
中
市
の
土
着
者
は
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
半
数
は
学
生
で

あ
っ
て
、
と
く
に
中
学
生
が
多
い
。
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
両
親
と
同
居
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
も
r
l
応
は
大
人
の
監
督

下
に

入
っ

て

い

る
。
家
族
数
の
平
均
は
五
人
ぐ
ら
い
で
、
多
子
家
族
の
も
の
も
多
い
。
核
家
族
に
所
属
す
る
者
が
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
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を
越
し
て
い
る
が
、
欠
損
家
庭
の
率
も
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
。
親
の
職
業
階
層
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
五
に
対
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
二
ぐ
ら
い
の
割
合
で
あ
る
。

　
要

す
る
に
’
府
中
市
の
非
行
少
年
の
場
合
、
両
親
が
近
県
ま
た
は
遠
隔
地
か
ら
　
転
入
し
て
き
、
主
と
し
て
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
職
業

に
従
事
し
、
子
供
も
多
い
よ
う
な
家
庭
で
あ
る
と
き
に
、
非
行
性
が
中
学
段
階
か
ら
発
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
触
法

少

年
の
場
合
も
、
非
行
少
年
と
ほ
ぼ
似
た
型
を
と
っ
て
い
る
が
、
非
行
少
年
と
比
べ
て
当
然
年
齢
が
低
い
。
男
子
が
多
く
、

両
親

と
同
居
し
て
い
る
者
、
核
家
族
で
あ
る
も
の
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
層
の
も
の
の
割
合
も
高
い
、
欠
損
率
は
、
非
行
少
年
よ
り
も
低

い

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
少
年
群
の
年
齢
が
低
い
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
補
導
少

年
は
数
も
多
く
、
非
行
少
年
と
は
や
や
異
質
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
年
齢
的
に
は
、
年
長
老
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
し
た

が
っ

て
勤

労
少
年
、
無
職
少
年
、
高
校
生
な
ど
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
結
論

と
今
後
の
課
題

　
府
中

市
の
場
合
、
少
年
の
非
行
率
は
、
三
多
摩
各
市
の
中
で
も
か
な
り
高
く
、
犯
罪
少
年
の
居
住
率
は
三
多
摩
中
第
一
位
の
位
置

に
あ
る
o

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。

　
府
中

駅
前

商
店

街
、
大
国
魂
神
社
、
競
馬
場
、
競
艇
場
等
の
、
流
出
・
流
入
の
人
の
動
き
が
激
し
い
府
中
の
地
域
構
造
が
青
少
年

の

非
行
に
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
青
少
年
の
盛
り
場
と
の
接
触
頻
度
の
高
さ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
以
上
の

よ
う
な
こ
と
が
、
結
論
の
主
な
も
の
と
し
て
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
後
の
課
題
と
い
っ
た
問
題
を
考
え
る
な
ら
ば
、

次

の

よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
O

　
府
中

市

内
か
ら
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
施
設
を
な
く
し
、
府
中
市
全
体
が
も
っ
て
い
る
歓
楽
的
都
市
の
イ
メ
－
ジ
を
な
く
す
こ
と
。

　
府
中

駅

南
口
周
辺
が
、
青
少
年
に
与
え
る
影
響
を
考
え
て
、
現
在
の
商
店
街
の
密
集
地
域
を
整
然
と
し
た
、
駅
前
商
店
街
に
再
開
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発
す

る
こ
と
。
少
な
く
と
も
、
純
粋
な
商
店
と
飲
酒
店
と
の
完
全
な
分
離
を
す
べ
き
こ
と
。

　
喫
茶

店

な
ど
の
少
年
の
集
中
し
や
す
い
、
場
所
の
経
営
者
な
ど
に
再
教
育
を
施
す
こ
と
。

　
現

在
、
府
中
駅
前
に
交
番
が
皆
無
な
の
で
、
設
置
す
べ
き
こ
と
。

　
以
上
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
少
年
非
行
の
発
生
率
は
低
下
す
る
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
す
べ
て
の
元
凶
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
あ
る
と

思
わ

れ

る
。
こ
れ
か
ら
府
中
市
が
健
全
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
少
々
の
犠
牲
が
あ
っ
て
も
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
追
放
の
立
場
に
立
た
な

け

れ

ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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